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〈第 70回鈴木賞 準賞〉 

甲虫の後翅の折り畳み様式と生活様式について 

 

静岡県立掛川西高等学校 

自然科学部 ２年 山﨑俊輔 他３名 

 

１ 動機 

甲虫は前翅の下に後翅をもっており、後翅を瞬時に展開したり収納したりできる。昨年度の本校理

数科課題研究では、後翅を開閉することと、翅構造中のミウラ折りとの関連性が調べられた。そして

甲虫の後翅の畳まれ方は多様であり、それが甲虫の生活様式と関係していることが示唆された。そこ

で私たちは、後翅の折り畳み様式について明らかにすることを目的とし、後翅の折り畳まれ方と長さ、

生活様式について調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 甲虫の前翅と後翅 

                     引用元）文春オンライン 

                     https://bunshun.jp/articles/photo/55878?pn=1 

 

２  研究方法 

2-1 生活様式について 

  捕獲時に甲虫の様子を観察することで、生活様式を分類する。 

  飛ぶか飛ばないか、また飛ぶ場合どの程度飛ぶか等が予想される。 

 

    2-2 後翅の折り畳み様式について 

方法１．後翅の山折り・谷折り 

 山折りの折れを赤線、谷折りを青線として写真に書き込み、折り畳み方の傾向を調べる。              

方法２．後翅の開閉前後での面積比            

    方眼紙で展開前と展開後を比較する 

方法３．体長 

    頭頂部から末尾までとし、ものさしにより長さを測定する。 

   （触角等は含めない） 

方法４．後翅の長さ 

    付け根から先端までの直線距離とし、ものさしで長さを測定する。 

方法５．後翅と体長の長さの差 

    後翅の長さから体長を引いたものとする。 

https://bunshun.jp/articles/photo/55878?pn=1
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方法６．後翅の重なり方 

 最初に前翅を開いたときに左右どちらが上になっているかを記録する。 

方法７．安定型の判別 

    東京大学・斉藤一哉教授の「昆虫の翅の展開・収納挙動の解析」より甲虫の後翅には収納時

に弾性力学的安定点を持つ収納安定型と、展開時に弾性力学的安定点を持つ展開安定型の２種

類の折り畳み方があることが明らかになっている。原色日本甲虫図鑑より、生きている状 態

の甲虫をエタノールにつけた時、展開安定型は後翅を広げて死亡するとの記載があるため、後

翅を広げた状態で死亡したものを、展開安定型と判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   展開前               展開後 

 

方法１           方法２        

    

 方法３               方法４              方法６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 

体 

長 

↓ 



3 

３ 結果 

11種の甲虫を次の場所で捕獲した。 

                図２ 11種の甲虫の捕獲場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 捕獲した 11種の甲虫 

菊川駅から西方 
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3-1 生活様式について 

捕獲時の様子から、生活様式を以下の３つに分類した。 

1. 普段から移動のために飛ぶ 

2. 天敵から身を守るために非常時のみ飛ぶ 

3. 飛ばずに地を這う 

 

3-2 後翅の山折り・谷折り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ９種の甲虫の後翅の折り畳み 

（赤緑は山折り、青線は谷折り、一部見られる緑線はしわ。１マスは１ｍｍ２） 
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3-3～7 体長、後翅の長さ、後翅と体長の長さの差、後翅の重なり方、安定型 

 

表１ 甲虫 11種の折り畳み様式 

 
 

 

４ 考察 

４-１分類折り畳み方によって甲虫を以下の３つに分類した。 

1. カブトムシ型・・・収納安定型 

後翅の中間部分で大きく折れ曲がり、大きな翅も小さく折り畳める。 

2. ハネカクシ型・・・収納安定型 

後翅の先端部分に折り畳みが集中し、面積比は小さくなる。 

3. テントウムシ型・・・展開安定型 

カブトムシ型と同様に中間部分で大きく折れ曲がるが、折り畳んだ時に丸い形状になる。 

 

７種    

 

２種 

 

２種 

 

図５ 甲虫の後翅の折り畳み方による分類 
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表２ 甲虫 11種の折り畳み様式と生活様式 

 

４-２ 各型の特徴 

カブトムシ型 

よく飛び、体長が大きいため大きな後翅を収納できる収納安定型が適している。 

 

コメツキムシ型 

普段はほとんど飛ばず、大きな翅が必要ないため、後翅が体長よりも短い。折り畳みは小さく、

収納安定型が適している。 

 

テントウムシ型 

よく飛び、体長よりも大きな後翅をすぐに展開できるため、展開に力が必要ない展開安定型が

適する。 

  

５ 今後の展望 

● 後翅の折り畳み方と、甲虫の質量の関連性を調べる。 

● コメツキムシの生活様式の分類が曖昧なため、よりよい分類法を考える。 
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